
２０１０年度社会学科／文学部社会学専攻学事報告 
 
［学部・大学院担当教員］ 
２０１０年度人間科学部社会学科には、新専任教員として金井雅之、後藤吉彦、永野

由紀子、藤原法子先生が着任、秋吉美都、宇都榮子、大矢根淳、川上周三、今野裕昭、

柴田弘捷、嶋根克己、馬場純子、樋口博美、広田康生の計１４名の専任教員体制（教授

１１名、准教授２名、専任講師１名）として出発しました（樋口博美教授は、平成２２

年度、相馬学術奨励基金でアイルランド・ダブリン大学に長期在外研修）。なお、大学

院は、秋吉美都、宇都榮子、大矢根淳、金井雅之、川上周三、今野裕昭、柴田弘捷、嶋

根克己、永野由紀子、馬場純子、樋口博美、藤原法子、広田康生と鐘ヶ江晴彦教授の計

１４名の専任教員体制で教育が行われました。 
２０１０年度の兼任講師の先生方は、江頭説子（生活論、専門ゼミナールⅠ、Ⅱ：樋

口博美教授在外研修期間）、織田和家（社会学特殊講義 I）、今野晃（文献研究Ⅰ、社

会学特殊講義Ⅳ、社会学 A）、篠原清夫（社会統計法・実習）、清水強志（社会統計法・

実習、資料とデータ分析法、質的分析法、社会調査分析法）、神野賢二（社会学特殊講

義Ⅱ、基礎ゼミナール）、玉川貴子（基礎ゼミナール、社会学 B）、中尾暢見（社会学

B、社会学Ⅱ部神田）、平井太郎（社会学特殊講義Ⅲ、社会学 A）、宮本直和（民俗学）

の諸先生でした。なお、２０１０年度新学部設置に伴い、４号館３階に、新たに社会調

査実習室、社会学パソコン室、カンファレンス・ルーム、映像解析室、社会学研究教員

室が出来ましたが、同教員室の受付及びカリキュラム関係業務補助等々担当として後藤

暁子氏、平松麻衣子氏が配属されました。 
 
［専攻学生・院生（２０１０年５月１日現在）］ 
２０１０年度人間科学部社会学科（１年次生）／文学部人文学科社会学専攻（２、３、

４年次生及び５年次生以上）は、１年次生１６９名、２年次生８８名、３年次生１１４

名、４年次生９１名、５年次生以上２０名。 
大学院文学研究科社会学専攻の院生は、修士課程１年次生８名、２年次生３名、博士

後期課程は１年次生１名、２年次生１名、３年次生１名、４年次生以上１名の合計１５

名。 
 
＜２０１０年＞ 
４．１－４．１０ 学部ガイダンス期間 
４．５ 学部・大学院入学式 
４．６ 大学院ガイダンス、新任教員歓迎会 
４．１２－７．２４ 前期授業期間 
４．１３ 人間科学部設置記念式典・懇親会 
５．１２ 社会学科一年次生基礎ゼミナール・クラス合同授業／懇親会

（FMS） 
 合同授業全体タイトル：フィールドから発想する社会学 
 講師：大矢根淳教授「街歩きで社会学してみる－もっとも身近な

フィールドワークの紹介・お誘い」 



 講師：永野由紀子教授「生活現場への旅－宮城県松島湾に浮かぶ

浦戸諸島」 
６．８ 専修社会学会（２０１０年度）第一回研究会 
 報告者：後藤吉彦講師 
 題目：「差異化、普遍化、そして『当事者化』－身体の社会学と

障害学から紡ぐ」 
７．４ 大学院修士課程学内選考入学試験 
７．１４ 大学院修士・博士論文中間報告会 
７．２９－７．３０  秋吉美都准教授担当社会調査実習 専修大学 
７．３１－８．２ 大矢根淳教授担当社会調査実習 神戸市長田区御蔵地区 
８．１－８．４ 後藤吉彦講師担当社会調査実習 神戸市 
８．２－８．３ 永野由紀子教授担当社会調査実習 宮城県塩竃市浦戸諸島 
８．３－８．５ 藤原法子准教授担当社会調査実習 神奈川県横浜市 
８．３－８．５ 広田康生教授担当社会調査士実習 山口県周防大島 
９．７－９．１０ 馬場純子教授担当社会調査士実習 長野県上田市 
９．６－９．８ 川上周三教授担当社会調査実習 東京都世田谷区 
９．１０－９．１２ 今野裕昭教授担当社会調査士実習 栃木県芳賀郡益子町 
 
９．２１－１．２７ 後期授業期間 
１０．９ 大学院修士課程第Ⅰ期入学試験（一般、社会人、留学生） 
１０．１５ 修士論文題目届 
１０．１６ 帰国生入学試験 
１０．２１ 専門ゼミナールⅠガイダンス 
１０．２２－１１．１６研究室訪問期間 
１０．３０ 大学記念日 
１１．４－１１．６  鳳祭 
１１．１０ 大学院修士・博士論文中間報告会 
１１．１７ 専門ゼミナールⅠ第一次ゼミ所属決定 
１１．３０ 専門ゼミナールⅠ所属決定 
１２．８－１２．１０ 専門ゼミナール第二次ゼミ所属決定 
１２．１１ 外国人留学生入学試験 
１２．１５ 卒業論文提出締切日 
１２．２２ ２０１０年度専修社会学会第二回研究会 
 報告者：金井雅之教授 
 題目：「マイクロ－マイクロ連関と個別的－集合的社会関係資本 
   －数理社会学の理論と方法－」 
＜２０１１年＞ 
１．１３ 文献研究 A／社会調査実習 A 履修ガイダンス 
１．１５ 大学院修士論文提出 
１．１４－１．２７ 卒論口述試験期間（定期試験期間） 
１．１５－１．１６ センター入試 



１．２８ 専修社会学会総会 
会長挨拶：川上周三会長 

 事業報告：秋吉美都研究会担当 
 会計報告：馬場純子会計担当 

会計監査報告 
 代表論文報告会 
 司会：田仲聡 
 坂本祐介（柴田ゼミ）／（講評 杜敏） 
 「マクドナルドと合理化によって従業員に何が起きるか～ア

ルバイトの視点から～」 
 福田洋佑（嶋根ゼミ）／（講評 古川雄大） 
 「社会学的見地から見た吃音者～吃音者と正音者の相互行為

と「声の規範」に着目して～」 
 北野まい（秋吉ゼミ）／（講評 鈴木翔一） 
 「友達の友達は友達なのか～紹介という行為からみた友人ネ

ットワーク形成」 
１．２８ 文献研究 A・社会調査実習 A 希望提出／社会調査士実習ガイダ

ンス 
２．１  スカラシップ・全国入学試験 
２．４  修士論文口述試験 
２．９－２．１３  一般前期入学試験 
２．２６ 大学院修士Ⅱ期・博士入学試験 
２．２８ 一般後期入学試験 
３．４ 編入学・学士入学試験、社会学科専任教員・兼任教員懇談会 
３．１５  『専修人間科学論集 社会学篇』創刊 
３．２２ 学部卒業式、大学院学位授与式（修士・博士課程） 
３．２２ 『専修社会学』発行 
３．２５ 論文博士学位授与式 


